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¡Abstract¢The first author has clarified that embodied expertise transfer process at joint development site 
combined with development department and users be established through intercorporeality and meta-cognitive 
verbalization. In this research, it is clarified that the process order and the meta-cognitive verbalization subject 
depends on the users’ nature by rearranging the previous research. And, after presenting hypotheses as 
collectively meta-cognitive verbalization and refined relational expression of value in context formation that is 
based on the relevance theory, we verify them at industry-university collaboration site. 
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開始している。	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

図-6	浴槽の設計コンセプト	

	

5.考察	
	

	 先行研究からは、一般ユーザーとの共同開発の場合、ユーザーとの間身体性化を通して開発者の側

が、ハイエンドユーザーの場合は自身が当初主体となり、その身体知をメタ認知的言語化させていた。

本研究においては、産学共同開発における大学側の研究者が擬似中間ユーザーとして被験者となり、

被介護者としての入浴体験をしている。被験研究者はユーザーとなることで、CE を最大化する事項を

検出し、それを擬似的な開発者と位置付ける観察者とは、先行研究における事例と同様に間身体的に

感覚を共有した。開発者らは、ユーザーと共有した CE 最大化事項において、EPE を最小化するツール

開発設計を行なっている。以下表 1 では、文脈価値を創出するコンテクスト認知について、入浴各段

階において	R	が最大値となるべく	CE	を最大化する事項と、EPE	を	最小化すべく開発されるツール

を以下表	1	にて示す。表	1	横軸における各番号は、前述の被験状況を記述した①浴槽に張られたマ

ットに横たわる②湯に浸かる③湯から上がり移動の３段階を示している。本共同開発の場における文

脈価値は、被験者による CE 最大化事項の認知と、被験者及び観察者による EPE を最小化するツール開

発により関係性が最大化されたコンテクスト選択によって創出されたと解釈できる。	

	

表-1	介護風呂における文脈価値創出コンテクスト	

	 ①	 ②	 ③	

CE 最大化事項	 転落リスク・羞恥心・

寒さ	

快適	 寒さ・転落リスク	

EPE 最小化ツール	 ターンテーブル・カバ

ー	

ヘッドレスト・リクラ

イニング	

ターンテーブル・中空

（ダクト）構造・温風	

R	 最大化	 最大化	 最大化	

	

	 以上から、本ケースにおけるメタ認知的言語化主体は、被験研究者及び被験研究者と間身体性を通

じてメタ認知的言語化としてのツール設計開発を行っている観察者双方と考えられる。結果として、

被験者及び観察者である大学側は、その形式知として開発されたツール設計を企業側の開発者に移転

させている。つまり、中間ユーザーとしての被験者は、メタ認知的言語化プロセスの前段部分となる

CE 部分を主に担い、開発者としての観察者は後段となる EPE 部分を主に担っている。当該メタ認知的

言語化プロセスは、ハイエンドユーザープロセスと同様であるが、ハイエンドユーザーの方が EPE 部

分への関与が大きいのではないか。つまり、一般ユーザー、中間ユーザー、ハイエンドユーザーとユ

ーザーのハイエンド化が進むにつれ、漸進的に EPE 部分への関与が大きくなる(図 7 参照)。	

	 以下図 8 にて、被験者及び観察者らが共同的、集合的にメタ認知的言語化主体となるプロセスを、

身体知移転プロセスにおける分解プロセスと移転＆ミラープロセスにて示す。被験者は介護風呂の入

浴体験を通じ、被介護者の感じる寒さや転落への恐怖心、また湯に浸かった時の快適さやストレスに

ついて身をもって知る。つまり、最大化した CE を認知する様を分解プロセスとして示す。一方、観察
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